
日本の漆文化を継承する国産漆の増産、改質・利用技術の開発

〔研究タイプ〕
現場ニーズ対応型 Aタイプ
〔研究期間〕
平成２８年～３０年（３年間）

分 野 適応地域

林業・林産
－ウルシ

国宝・重要文化財修復等への国産漆の供給不足に対応するため、国産漆の増産・安定的供給に向けた技

術開発を目的とする。このため、漆が良く出る量産木選抜のためのDNAマーカー、量産木の早期判別技術、
大量増殖技術及び誘導物質を用いた効果的な漆量産化技術を開発し、未利用な漆について熱重合による
塗装・加飾技術を開発して製品化を行うとともに、量産木間での定性・定量的な評価やデータベース化を行う
他、新技術導入による収益性の改善を数量的に提示し、技術の普及に貢献することを達成目標とする。

① 漆生産地で遺伝子型ウルシデータベースを活用し漆生産を増大させるとともに、将来的にDNAマーカー
に基づくウルシ林の造成及び管理に繋げる予定。

② 未利用漆の熱重合塗装・加飾技術を各種金属に利用した漆工芸品を商品化し、デザイン性のある金属
製品への漆塗装技術の実用化を目指す。

① 漆が良く出る量産木を識別するためのDNA（EST-SSR）マーカーを開発した。

② 漆滲出に関わる遺伝子を解明し、若齢時に量産木を判別できる早期判別用遺伝子マーカーを開発した。

③ 量産木の大量増殖に向けて、ウルシの挿し木増殖に関わる最適条件を明らかにした。

④ 硬化性が悪く未利用な漆に適した熱重合塗装・加飾技術を開発し、開発した技術による未利用漆を活
用した製品を試作した。

〔研究グループ〕 森林総合研究所、山形県森林研究研修セ
ンター、九州大学、石川県林業試験場、明治大学、山形大
学、茨城県林業技術センター、岩手県二戸市、（株）末吉
ネームプレート製作所
〔研究総括者〕
森林研究・整備機構森林総合研究所 橋田 光

① 現状の国産漆生産額は7,500万円前後であり大きくないものの、開発した技術の普及により生産規模は
２倍程度にでき、国産漆生産の増大や漆器等関連製品の供給拡大に大きく貢献できる。

② 本研究の成果により、国宝や重要文化財の修復において国産漆のみの使用が可能になることから、観
光資源としての高付加価値化や伝統文化の継承への貢献が期待できる。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献
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【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2020年度）は、普及造林面積2haを予定。
② 5年後（2023年度）は、普及造林面積4ha、熱重合漆の商品化を予定。
③ 最終的には、普及造林面積8haを目指す。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

国産漆の増産・安定的供給のため、漆が良く出る量産木のDNAマーカー、早期判別技術、大

量増殖技術等を開発し、未利用漆の熱重合塗装・加飾技術の開発・製品化等を行う。

今後の展開方向

・漆生産地の地域活性化、漆器関連製品の供給拡大
・国宝や重要文化財の維持、観光産業への貢献
・日本の漆文化の継承

・量産木判別用のEST-SSRマーカー
を8個開発

…量産木の判別が可能！

マーカー情報
の提供

・漆滲出に関わる遺伝子を特定
：オーキシン受容体４遺伝子
エチレン受容体４遺伝子

…遺伝子による早期判別が可能！

・DNAマーカーの開発 ・早期判別技術の開発

・挿し穂の採取最適時期：６～７月
・母樹の最適樹齢：１～２年生
…挿し木による大量増殖が可能！

・大量増殖技術の開発 ・未利用漆の熱重合塗装技術の開発

・混練り撹拌装置による前処理法を開発
・金属への熱硬化塗装条件を解明
・熱硬化塗装に適した加飾技術を開発

…未利用漆の熱重合塗装が可能！

・漆生産地で遺伝子型ウルシデータベースを漆生産に活用し、将来的にDNAマーカーに基づ
くウルシ林の造成及び管理に繋げる

・デザイン性のある金属製品への熱重合漆塗装技術の実用化
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